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台湾総統選挙の結果と両岸関係の将来

三
月二
十日に
行わ
れた
台
湾の
総
統
選
挙の
結
果につ
い
て、
長

期的な
視
野から
両岸
関
係、
台
湾の
将
来と
と
もに
考えて
みた
い。

い
ま、
「
中
華
世
界」
が
大き
く
変
動しつ
つ
あ
る
と
思
う。
こ
の

変
動は、
中
華
世界か
ら
離脱し
よ
うと
する
今回の
台
湾の
総統選

挙に
も
現れてい
るの
で
は
ない
か。
最近の
香港で
も
注
目すべ
き

動きが
あっ
た。
香港で
は
国
家保
安
法の
制定が
焦
眉の
急で
あっ

た
が、
こ
れが
思わぬ
展
開を見せ
て
お
り、
香
港の
人々
に
あ
る
種

の
自立
を
促しつ
つ
ある。
従っ
て
我々
は、
香
港を
含めた
中華
世

界、
そ
し
て
大陸
中国の
変
動を全
体的に
視野に
入
れて
考える
必

要が
ある。
香
港、
台
湾のこ
の
動きが
や
がて
中
華
世界を大き
く

変えてい
くこ
とにな
るの
で
は
ない
だ
ろ
うか。

こ
れ
ら
の
動き
は、
。E
58
4〈Oユ門戸
O
E句とい
う
伝
統
的な

中

嶋

嶺

雄

（

国

際

教

養

大

学

学

長

）

中
国
的
世
界
秩
序
観と
根
本
的に
衝
突
す
る
もの
で
あ
る。のE
58

巧O吋E
O
互
角が
崩れ
る
か
も
し
れ
な
い、
と
い
うこ
と
は
歴
史
的
一

な
転換点の
到
来を意
味するの
で
は
ない
だ
ろ
うか。
こ
の
こ
と
が、
ω

今回の
台
湾の
総統選
挙に
対して一
党
独
裁の
中国が
異
常に
神経
一

質にな
らざ
る
を
得ない
状況を作
り
出し
たの
だ
と
思う。

で
は、
こ
ののE
58
語
句E
O
互
角と
は
何か
｜｜。
幾つ
か

の
学説や
学問的研究が
あ
る
が、
一
言で
言え
ば、
中
華
世
界秩
序、

つ
ま
り
東ア
ジアに
は
歴
史的・
伝
統
的にこ
のよ
うな
秩
序が一
貫

して
支
配して
きた、
とい
うこ
と
で
あ
る。
この
中
華
的秩
序が、

中華
思
想
を生む座
標
軸になっ
て
きた。

中国の
歴
史に
おい
て、
た
と
えば
史記あるい
は
漢
書な
どの
歴

史
書に
もあ
る
よ
うに、
秦・
漢の
時
代
以
来、
こ
の
秩
序の
中心は

常に
中
華皇
帝に
あるこ
と
は
言うま
で
もない。
つ
ま
り、
天・
子

の
関
係に
あ
り、
中
華
皇
帝は
常に
天
子で
あっ
たの
で
ある。
従っ
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ず
僅か
九
票差で
領有が
決まっ
た、
とい
う
経緯が
あ
る。
当時香

港は
海賊が
横
行する
島で
あ
り、
その
領
有は
無意
味で
あるとい

う
議論も
強かっ
たの
で
ある。

こ
うした
歴
史的
経
緯か
ら
見て、
台
湾は
まさ
し
く
「
化
外」
の

地で
あっ
た。
元
来、
台
湾に
は
海
洋民族で
ある
先住
民、
その
後

福建
省か
ら
渡
来した
人々
、
さらに
中
国
革
命の
成
功に
よっ
て
大

陸から
逃
れて
来た
中
華民
国
国民政
府
系の
人々
がい
る。
清朝時

代に一
時、
福建
省の
行政
区画に
入っ
たこ
と
は
あっ
た
が、
その

時で
すら
中
国は
台
湾に
十
分な
配慮を
行っ
てい
ない。
こ
うした

台
湾が日
清
戦争の
後五
十
年の
問、
日
本の
統治下に
入るこ
とに

なるの
で
あ
る。
こ
の
時
代から
台
湾の
人々
が
ある
種の
ア
イデン

ティ
ティ
ーに
目覚め
てい
くこ
とに
な
る。

海
基
会（
海峡交流
基
金
会）
会長の
事
振甫さんの
お
父さん
事

顕栄
氏は
日
本
軍の
台
北
入
城を
図っ
た
とい
うこ
と
で一
時ある
種

の
漢
好で
ある
と
見
られたこ
と
もあっ
た
が、
今はそ
れが
再評価

さ
れ
台北
無血
入
城を
果た
した
とさ
れてい
る。
こ
うした
事例を

含めて、
現在の
台湾の
人々
に日
本統治下を通じてア
イデンティ

ティ
ー
形
成の
基盤
が
確立さ
れていっ
た。
児玉
源
太
郎
以
来の
総

督の
執政
も
効
果があっ
た。
李登
輝
前
総
統の
新渡
戸
稲造
論の
原

点も、
新
渡戸の
トlマ
ス・
カlラ
イル
の
「依服
哲学
講
義」
に

台北
高
校
時代に
接し
たこ
とにあっ
た。
李登
輝氏の
教
養はこの

時代に
形
成さ
れた
もの
で
ある。
とい
うの
は、
李登
輝氏は
京都

帝国大
学に
入
学後
間もな
く大
阪で
徴
兵とな
り、
習志
野で
高射

砲
隊にい
て
ま
もな
く
終
戦
を
迎えるこ
と
に
なっ
たの
で、
日
本で

はじっ
く
り
勉
強する
時
間は
少なかっ
た
か
ら
である。

日
本
統
治
時代に
は
八
田
輿一
の
ダム
建
設、
新
渡戸
稲
造の
サ
ト

ウ
キビ
栽
培
（
品
種改
良）、
後
藤
新平の
行
政
指
導な
ど、
日
本で

も最も
開
明
的な
官僚が
台
湾に
赴き、
日
本と
台
湾の
歴
史
形成に

かか
わっ
て
きた。
こ
の
よ
うな
植民地
統
治国がかつ
て
世界に
存

在した
だ
ろ
うか
ll。
イ
ギ
リス
がサハ
ラ
以
南、
オ
ース
トラ
リ

ア
で
何
をし
た
か
｜｜。
こ
れらの
こ
とか
ら
推し
て、
五
十
年に
及

ん
だ
日
本の
台
湾統治の
意
味は
大きい。
こ
れに
反し
て、
今日の

北
京政
府は
台
湾に
何の
社
会的
影響も
与え
てい
ない。
そ
ればか

りか、
中
華
人
民
共和
国は一
度た
りと
も
台
湾を
統治したこ
と
は

ない
の
で
あ
る。
こ
うし
た
歴
史
的
事
実は、
「一
つ
の
中
国」
ある

い
は
「一
国ニ
制度」
「統
こ
とい
う
主
張
を
不分
明な
もの
に
し

てい
る。
こ
こ
に
両
岸関
係の
根本問
題が
あ
る。

従っ
て、
中
国はCE
SS
巧O円E
O
互角とい
う歴
史
観に
則っ

た
中
華思
想
を
称揚するこ
と
におい
て、
台
湾をその
中に
組み
込

もうと
し
てい
るの
で
は
ない
か
｜｜。
しか
し
台
湾の
歴
史を
考慮

す
れば
するほ
ど、
台
湾に
は
中
国との
同一
性が
全く
存
在しない

こ
とがわ
か
る。
しか
も、
台
湾に
は
日
本語を母語と
同
様に
し
て

育っ
た
人々
がい
る。
そ
うで
ある
な
ら
ば、
中
華世界が
変
動しよ

うと
し
てい
るこ
との
持つ
意
味はさ
らに
大きい
と
言え
よ
う。

こ
れと
は
や
や趣を
異に
し
てい
るの
が
香港で
ある。
香港は
広

東語の
世
界であっ
て、
長い
間、
英
国の
植民地
下に
あ
り、
あ
る
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種のエ
リ
ー
ト
意
識
を
持っ
てい
た。
こ
の
香
港に
おい
て
も
昨
年七

月一
日の
デモ
は
画
期
的な行
動で
あっ
た。
香港
返
還につ
い
て、

私は
Hその
将
来は
暗いH
と
発
言し
続けて
きた
が、
この
発言
を

修正せ
ざ
る
を
得ない
ほ
ど、
香
港に
も
新しい
希
望が
見え
て
き
た

と
思
う。
香港で
も
李
柱銘な
ど
民主
派の
人々
が
北
京政府に
抵
抗

は
し
て
い
た
が、
七
月の
デモ
を
組
織したの
はさ
ら
に
過
激な、
あ

るい
はさ
らに
市
民
派的な
人た
ち、
特に
女性の
リ
ー
ダー
「
前線」

の
劉
慧
卿など
を
中
心と
する
人々
が
実
際の
組
織に
当たっ
た。
彼

女
は
大
変な
才
媛で、
「香港の
ジ
ャ
ン
ヌ・
ダル
ク」
と
も
呼び
得

る
女
性である。
香
港
人は
本
来政
治に
は
関心が
薄い
とさ
れて
き

た
が、
そ
うい
う
人た
ちが
立ち
上
がっ
て五
十i
六
十
万人と
も
言

わ
れる
デモ
を
組
織し
た。
温
家
宝は
香港返還
六
周
年記
念
集
会で、

外
交デ
ビュ
ー
を
果た
すこ
とになっ
たの
だ
が、
そ
こ
に
彼ら
は
結

集した
の
で
ある。
その
結
果、
香港
保
安法はこ
れま
での
とこ
ろ

ま
だ
制定さ
れてい
ない。
こ
の
保
安
法は、
香
港
基
本法二
三
条で

将
来
制定するこ
と
が
予定さ
れて
い
た
もの
で
ある。
その
後、
八

月に
劉
女史以下二
十数名の
有
志が、
危
険を
官し
て
台湾で
聞か

れた
群
策
会（
李登
輝
会長）
主
催の
「一
国
両
制下の
香港」
に
関

するシ
ン
ポジ
ウム
に
出席した。
彼ら
がそこ
で
主
張したこ
と
は、

H台
湾は
香港の
よ
うにな
ら
ない
で
欲しい。
我々
に
は
烏
能の
中

の
自
由しか
ない。
一
国両
制とい
うの
は
全くの
ま
やかしで
ある。

台
湾の
人た
ち
はそ
れ
に
輔さ
れない
で
欲しいH
とい
うこ
とだっ

た。

こ
の
訴えは、
中
華
世界の
中で
も
画
期的な
出
来
事で
あっ
た。

勿
論、
中
華世界が
全て
同一
とい
うわ
けで
は
ない。
台
湾に
も
本

省
人、
外
省人、
客
家
人とい
ろい
ろ
あっ
て、
容
易に
手を
組めな

い
とこ
ろが
あ
る。
台
湾で
は
北
京
語を
国語と
し
て
使っ
てお
り、

コ
ミュ
ニ
ケーショ
ン
の
手段になっ
て
はい
る
が、
し
かし
北
京に

アイデンティ
ティ
ーが
あるわけではない。
今日、
英語はコ
ミュ

ニ
ケ
ー
ショ
ンの
手
段として
ま
す
ま
す
重
要に
なっ
てい
る
が、
ア

イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
は
別の
もの
で
あ
る。
台
湾に
おい
て
も、
ま
す

ま
す
台
湾ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
が
強まっ
て
い
くと
思
う。
「
国
家

認
同」
は
台
湾の
人た
ち
が
「ア
イデン
ティ
ティ
ー」
の
訳
語と
し

て
創
作し
た
もの
で、
北
京
語に
は
な
い
言
葉で
あ
る。
中
国で
は

「
自
我認
識」
とい
う
訳
語は
あ
る
が、
殆ど
使
用するこ
と
は
な
い

し、
また
中国人は
使
用し
たい
と
も
思っ
てい
ない
よ
うで
ある。

中
国
人が
そ
れぞ
れの
地
方で
ア
イデン
ティ
ティ
ー
を
持っ
た
ら、

混
乱が
生じ
るの
は
必
歪で
ある。

2004年6月号-92-

「

国

家

認

同

」

と

総

統

選

挙

以上か
ら
見て、
中
華
世界の
中の
新しい
動き
は、
今日の
国
際

社
会の
変動の
底
辺
部分におい
て
極めて
大きな
動きに
なっ
て
き

て
い
る。
こ
の
ア
イデン
ティ
ティ
ー
とい
うもの
は、
実に
大
きな
究

力で
あ
る。
今回の
台
湾
総統選
挙の
投票行動に
おい
て、
そ
の
力
抑

は
十
分に
発揮さ
れた
と
私は
考え
てい
る。
こ
れは
飛
躍的な
変
化
問

と
言っ
て
もい
い
で
あ
ろ
う。
こ
こ
に
今回の
選
挙の
意
味が
あっ
た、
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と
思
う。
しか
も
大陸か
らの
強
力な
圧
力が
あっ
た
に
もかか
わ
ら

ず、
台
湾の
人た
ちはそ
れ
をは
ねつ
けたの
で
あ
る。
こ
の
こ
とは

台
湾の
み
な
らず、
中
華
世
界全
体を
支え
てい
く
大き
な
原動
力と

な
りは
し
な
い
だ
ろ
うか。

大陸
周辺に
は、
歴
史
的に
中華
世
界に
なじま
ない
地
域、
た
と

え
ばモ
ンゴ
ル、
チベ
ッ
ト
な
どが
あっ
て、
極め
て
接近し
た
地域

で
あ
りな
が
ら、
日
本、
朝
鮮、
ベ
トナム
などの
よ
うに
大
陸の
文

化的
影
響はさ
ほ
ど
受けてい
ない。
そ
れだ
けの
独
自
性を
持っ
て

い
たの
に、
今日
では
残
念な
が
ら
大陸に
呑み
込ま
れて
し
まっ
て

いる。
ウ
イ
グル
族の
命運
も
同様で、
反テロ
リズム
とい
う
状況

の
中で
独立
運動の
指導
者が
次々
と
犠
牲に
なっ
てい
る。
こ
れは

米国に
も
責
任
が
あると
思うが、
こ
うし
て
見て
くると
全
世界が

注
目する
状況の
中で
中
華
世
界を
組み
替え
てい
く
力を
持っ
てい

るの
が
台
湾なの
である。
こ
の
中
華
世
界の
組み
替えとい
うこ
と

は、
人類の
将
来にとっ
て
極め
て
重
要で
あ
る。
なぜ
な
ら、
やが

て
十二
億
人に
も達する一
元
的な
国が
近
くに
あ
り、
しか
も
独
裁

体
制を
続け、
軍事
体
制を
保
持して
い
るこ
との
脅
戚
感は
並
大抵

の
もの
で
は
ない
か
ら
で
ある。

こ
うした
意
味か
ら
見て、
今
回の
総
統
選
挙はまさ
し
く
台
湾の

歴
史的
岐
路で
あっ
た。
もし
陳
水扇政
権が
敗北してい
た
ら、
台

湾の
状況は
著し
く難しい
もの
に
なっ
てい
た
と
思
う。
運
命的な

僅差
（二・
二
八
%）
で
辛
勝した
と
は
言え、
「一
了
二
八」
記
念

の
日に
あ
れだ
け
多数の
人々
（当初、
李登
輝前総
統
自
身は
百万

人を
予想し
てい
た
が、
実
際に
は二
百
万
人
以上）
が
北か
ら
南ま

で
手をつ
ない
だ、
とい
うこ
との
意
味は
大きい。

この
結
果か
ら、
今後
憲
法
改正、
国
民
投
票に
ど
う
結び
付けて

い
くかの
戦
略を
作
成するこ
と
が
可能に
な
る。
二
十一
世
紀は
何

はと
もあ
れ、
民意が
尊重さ
れる
時代で
あ
る。
デモ
クラシ
ーの

持つ
意
味
も重
くな
る。
こ
の
点におい
て、
台
湾は
大陸と
は
極め

て
好対照を
示し
てい
る。
周
知の
よ
うに
台
湾のマス
メ
ディ
ア
は

『
自
由時
報』
や
『
台
湾日
報』
など
て
二
を
除い
て
殆
ど
が
大
陸

系で
あ
り、
国民党
支
持で
あ
る。
そ
うした
中で
陳・
呂ぺ
ア
が
勝

利したこ
と
は、
単な
る一
時的
現象で
は
ない。
二・
二
八
運
動の

後に三
月二
十
日の
投
票日
を
迎えた、
一
歩一
歩の
足
固めの
結果

と
して
今
回の
選
挙結果が
出現した
とい
うこ
と
を、
特に
注
目し

切』、。
－

噌

’
’

’LV

第33巻9号-93-

日

本

に

と

っ

て

の

台

湾

さて、
台
湾の
この
選
挙結
果を日
本は
ど
う
受け止め
るべ
きだ

ろ
うか
lllo

まず
第一
に、
日
本の
国
益にとっ
て
台
湾が
非
常に
重
要で
あ
る

こ
とは、
今さ
ら
言
うま
で
もない。
安全
保
障
面、
た
と
え
ば
台
湾

海峡が
公海とし
て
自由に
航
行可能で
あ
り、
通商上の
重
要なパ
ー

トナー
で
あ
る
と
か、
その
理
由は
幾つ
も
挙げら
れるが、
現
在あ

る
が
ままの
自
由で
民主
的な、
そして
親
目
的な
台湾二
千三
百万

人の
人口
を
擁する
台
湾が
存
在する、
とい
うこ
との
持つ
意
味は

問題と研究
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実に
大きい
と
思
う。

第二
に、
台
湾は
歴
史の
証
人と
し
て
我が
国に
とっ
て
大きな
意

味が
あ
る。
今
年は
日
露
戦争百周
年に
当た
る
が、
日
本は
自らの

近
代
史を
本格
的に
総
括し、
歴
史を
相
対化す
る
時
期に
来てい
る、

と
言っ
て
もい
いの
で
は
ない
か。
日
清
戦争以
降の
台
湾統治五
十

年に
関し
て
も、
客観
的に
考え
るべ
き
時で
あ
る。
こ
の
作業の
中

で
台
湾の
人々
が
歴
史の
証人と
し
て
登
場する
わ
けで
あ
る。
李登

輝
前
総
統の
言葉を
借
りる
と、
H
日
本の
お
蔭だH
とい
うこ
と
に

な
るの
だ
が、
こ
の
よ
うな
発言をし
て
くれる
国は
台
湾をおい
て

世界
中どこ
を
探し
て
も
見つ
か
ら
ない。
日
本もかつ
て
台
湾に
お

い
て
幾つ
かの
間題を
起こ
しは
し
た
が、
相
対的に
言
うと、
た
と

え
ば
大
陸の
人々
が
台
湾に
対して
やっ
たこ
と、
「二・
二
八
事
件」

の
暴
虐に
比べ
た
ら、
格
段の
違い
が
あ
る。
こ
の
こ
と
を
証言で
き

るの
は、
台
湾の
人た
ちだ
けで
あ
る。
朝
鮮半
島に
関して
は、
最

近ハ
ーバ
ード
大
学の
カ
！
タ！・
J・
エ
ッ
カ
l
ト
教
授が
『日
本

帝
国の
申し
子』（
和
訳）
とい
う
著
作を
出
版し、
朝
鮮の
近
代化

に
とっ
て
日
本か
らの
投
資など
がい
か
に
経済発
展に
貢献した
か

を
述べ
てい
る。
台
湾の
人々
は、
む
し
ろ
身をもっ
て
その
こ
と
を

発言し
てい
るの
で
あ
る。
我々
はこ
れらの
こ
と
を
含めて、
本
格

的に
歴
史の
見直し
を
す
る
必要が
あ
るの
で
はない
だ
ろ
うか。

とこ
ろで、
私が
東京
外国語大
学の
学長時代に
最も
力を
注い

だの
は
大学史の
編
纂で
あっ
た。
前
身は
明治六
年
十一
月四
日に

創
設さ
れた
東
京
外
国語学校で
あ
る
が、
その
淵源は
安政四
年、

九
段
坂
下に
創立さ
れた
著書調所ま
で
辿るこ
と
が
で
きる。
つ
ま

り
翻
訳、
通
訳の
要
員
養成
機関で
あ
る。
そ
れ以
降の
歴史を
編
纂

したの
で
ある
が、
この
作成の
過
程で、
学内か
ら
H
東
京外
国語

学校は
ア
ジ
ア
侵略の
先
兵で
あっ
た
か
ら、
そん
な
歴
史を編むこ

と
は
不
当であるH
とい
う批
判を
数
多く
受けた。
また、
日
清・

日
露
戦
争か
ら
以
降一
貫して、
日
本の
侵略だっ
た
とい
うマ
ル
ク

ス
史
観か
らの
批
判も
強かっ
た。
こ
れ
を
学長の
責
任に
おい
て
修

正し
完
成にこ
ぎつ
けたの
だ
が、
東
外
大に
限ら
ず
国立
大
学の
多

くはマ
ル
クス
主
義
史
観がい
まだ
根
強く
残っ
てい
る。
従っ
て、

日
本に
おい
て
は
まだ
ま
だ
改
革が
必
要である。

こ
れに
対して
台
湾の
人たちは、
自らの
体験に
おい
て五
十
年

の
日
本
統
治に
肯定
的な
評価を
与え
てい
る。
こ
れがい
かに
重
要

なこ
と
か
を認
識す
るこ
と
が
大
事で
あ
る。
日
本に
とっ
ての
台
湾

は、
国益を
超える
存
在と
して、
日
台
関
係の
歴
史的
意
義の
重
要

性を
物
語る
もの
で
あ
る。
だ
と
す
る
な
ら
ば、
日
本
外
交は
まず
台

湾を正
当に
位置付け
る
とこ
ろか
ら
出
発すべ
きで
あ
る。
日
本に

とっ
て
台
湾はか
けが
えの
ない
重
要な
国である。
従っ
て日
本と

して
は、
外
交的に
も
戦
略的に
も
台
湾の
正しい
位
置
付けをし
て

か
ら、
対
中外交を
考え
るべ
きで
あ
る。

とこ
ろが
日
中関係で
国交回
復、
台
湾
断交とい
う
形をとっ
た

結
果と
し
て、
中国へ
の
H
阿り
外
交H
を
続けるこ
とに
なっ
た。

最近、
多
少
対中
外
交が
修正さ
れてい
るとい
う
見
方もある
が、

私に
言わせ
れば
決し
て
十分な
もの
で
はない。
日
本に
とっ
ての
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台湾総統選挙の結果と両岸関係の将来

修正
を
行っ
た
りし
てい
る。

日
本と
し
て
は、
台
湾の
重
要
性を
確認した
上で、
米
国の
台
湾

政
策が
プレ
ない
よ
うに、
米
国に
情
報を
与え
指
導し
てい
くべ
き

で
あ
る。
日
米の
協
力
関
係か
ら
言っ
て
も、
こ
の
問
題で
は
緊
密な

連
携をとっ
てい
く
｜｜こ
れが
日
本
外交の
本
来の
あ
り
方だ
と
思

．っ。

両

岸

関

係

の

見

通

し

陳
水扇政権につ
い
て一言
ヲ’九
ば、
李登
輝政権
時
代と
比べ
て
対米

関
係が
脆
弱で
は
ない
だ
ろ
うか
｜｜。
様々
な
対応
を
行っ
て
はい

る
が、
民進
党は
長
期
間
運
動政
党で
あっ
た
た
め
決し
て十
分で
あ

る
と
は
言えない。
次の
四
年
間で
よ
り
成長する
必
要が
ある
と
思

う。
国
民投
票とい
う
もの
は、
勝
利するとい
う
見通しの
下で
公

明正
大に正々
堂々
と
世界に
訴え
て一
回限
り
や
る、
とい
うの
が

私が
考え
てい
た
もの
で
あっ
た。
今回は
必ず
し
も
成功し
た
と
は

言えない
が、
次の
国
民投
票で
は
絶
対に
勝
利しな
け
れば
な
ら
な

い。
陳
水扇政権は、
その
た
め
にい
か
な
る
政
治
を
展開すべ
きか

を
真
剣に
考えな
け
れ
ば
な
ら
ない
と
思う。

次に、
い
わ
ゆ
る
「
台
商」
（ビ
ジ
ネス
関
係
者）
の
対中
関
係に

つ
い
て
付言
す
れば、
李登
輝
前
総
統の
普鐘が
正
しい
と
思う。
今

後の
中国は
容易な
ら
ざ
る
局
面に
入る。
エ
ネル
ギー
問題に
し
ろ

経
済
成長持
続の
問
題、
水問題、
人口
問題な
ど
解
決しな
ければ

な
ら
ない
難問が
山
積し
てい
るの
で
ある。
そ
れら
が
破綻し
た
時、

その
影
響は
計
り
知
れない。
そ
の一
方で、
中
国は
軍事力の
増
強

をし
てい
る。
私は
軍事力
増
強は
常
識の
範囲
内に
抑えるべ
きだ

と
言い
続け
てい
る
が、
一
体い
ま
世
界中で
中国
を
攻
撃し
よ
うと

する
国が
あるだ
ろ
うか
ll。
あ
り
得ない。
に
もか
か
わ
ら
ず、

今
回も一一
・
七
%も
国
防費を
増や
すとい
う。
しか
も
中
国の
軍

事
力は、
国
防
費と
し
て
公表さ
れる
もの
は三
分の一
程度に
すぎ

な
い。
例の
「神
舟五
号」
の
打ち
上
げに
使
用し
た
誘導装置は
短

距
離ミ
サ
イルの
もの
で
あ
る
が、
こ
の
費用な
ど
は
国
防費に
含ま

れてい
ないの
で
ある。
公表数
字の
三
倍くらいの
軍
事費を
投
じ

て
い
る、
と
考えた
ほ
うがい
い。
また、
台
湾
海
峡の
防衛の
た
め

に一
年
間で
百基
近
くの
ミサ
イル
を
増強配
備し
てい
る。
従っ
て

台
湾は、
米国と
も
明
確な
関
係を
築い
て
防衛
体
制を整
備しな
け

れば
な
ら
ない。

と
もあ
れ、
一
方
的に
軍事力を
肥
大化させ
な
が
ら、
社
会の
い

びつ
な
発
展を
遂
げてい
る
中国とい
う
国は、
あと
数
年ぐらい
で

困
難に
突
き当た
るこ
とにな
る。
だ
か
らこそ、
国
家的な
大プロ

ジェ
ク
トを
掲げ、
中華思想を
高
揚し
て
「二
十一
世
紀は
中
国の

世
紀」
と
か
「中国は
世界の
工
場」
とか
語い
上
げてい
るの
で
あ

る。
しか
し、
限
界は
近
付い
てい
る。
二
O
O八
年の
北
京オ
リン

ピッ
ク、
二
OO
九
年の
三
峡ダム、
上
海・
重
慶
聞のハ
イウェ
イ、
究

二
O一
O
年の
上
海万
博、
こ
れら
を
現
政権は
乗
り
切るこ
と
が
で
岬

き
る
だ
ろ
うか。
た
と
え
無事に
乗
り
切れた
と
し
て
も、
その
後、

問

深
刻な
崩壊に
見
舞わ
れるこ
と
に
な
る
か
もし
れない。
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台
湾の
重
要
性
を
政
治
家、
マ
ス
メ
ディ
ア
は
もっ
と
認
識す
る
必要

が
あ
る。
政
治
家の
中に
は、
台
湾に
言
及するこ
とで
中国を
刺
激

するこ
とに
な
るの
を恐
れる
人が
多いの
で
は
ない
か。
こ
れは
台

湾の
問題の
本
質を理
解し
てい
ない
結
果で
あ
る
と
思
う。
こ
れ
ら

の
人々
にとっ
て
台
湾
人の
ア
イデン
ティ
ティ
ーの
変
化な
どは
余

り
大きな
意
味を
持っ
てい
ない。
我々
は
な
お、
こ
れらの
人々
を

説
得する
必
要が
あ
る。

日

本

外

交

の

あ

り

方

台湾総統選挙の結果と両岸関係の将来

こ
こで
具
体
的な
例に
言及し
て
おきたい。
昨
年十二
月二
十九

日に
私は
林
金
重
元
駐日
代
表の
葬
儀に
出席する
た
め
台
北に
滞
在

し
てい
た。
林
氏は
国
際法
関
係で
も大変
著
名な
方で
あ
り、
優れ

た
外交
官で
も
あっ
た。
た
と
え
ば
滞陽の
日
本
総
領事館亡
命
事
件

に
際し
て
参照
すべ
きル
フ
lル
マンの
原則
（一
度亡
命した
人
聞

を
押し
戻し
て
はい
けない
とい
う
原則）
に
早
くか
ら
言
及し
てい

たの
は、
恐ら
く
林
氏だ
けで
は
なかっ
た
か。

その
十二
月二
十九日に
私は、
交流
協
会
台
北
事務
所
長か
ら
夕

食
会に
招か
れた。
所長はそ
の
席で、
Jニ
月二
十日、
総
統
選
挙

と
同
時に
実
施
予
定の
住
民
投
票に
は
慎重
を
期し
て
欲しい
旨を
総

統
府秘書長に
申し
入れたH
と
発
言したの
で
あ
る。
私は
所
長を

まじまじと
見つ
め、
J」ん
なこ
とがあっ
ていい
ものかH
と
疑っ

た。
しか
も
同
所長は
日
本の
記
者
団にその
文
書を
発表し
た
の
で

あ
る。
こ
れは
明ら
かに
内政
干渉で
あっ
た
が、
さらに
文
書
中に

・ 1

日
中共
同声
明が
記さ
れてい
た
の
で
あ
る。
日
本と
台
湾は
外
交関

係がない
た
め、
政
治
的発
言は
あっ
て
はな
ら
ない
筈。
日
本の
政

府はここで二
重の
誤りを冒したこ
とになる。
こ
れは日
本にとっ

て
重
大な
問題で
ある。
こ
うしたこ
とが
平
然と
行わ
れる
雰
囲
気

が
あ
るとい
うこ
と
が、
台
湾に
対する
日
本政
府の
認識の
欠
加
を

示し
てい
る。
台
湾
側
（台
湾
団
結連
盟）
はこ
れに
直ちに
抗議し

た
が、
当然で
あ
り、
絶
対に
あっ
て
は
な
ら
ないこ
とで
あ
る。

日
本外交は、
ま
ず
台
湾をき
ちん
と
位
置
付け、
その
上
で
米
中

関
係の
狭間に
あ
る
日
本と
し
て
は
米国に
対し
て
進
言して
い
く
必

要が
あ
る。
プッ
シュ
大統領は
ラ
イス
補
佐
官の
進
言
もあ
り、
当

初
相
当
厳しい
発
言
を
北
京政
府に
対し
て
発
信し
てい
た。
H
反テ

ロ
リズム
を
少
数
民族の
自立
抑
圧の
口
実に
すべ
きではないH
と

江
沢
民に
直
言
もし
てい
た。
し
か
し、
「
九・一
一
事件」
が
発
生

し、
イ
ラ
ク
問
題が
持ち上が
り、
さ
らに
北
朝
鮮
問題もあっ
て、

米
国は
中国の
協
力を
必要と
する
よ
うに
なっ
て
きた。
こ
の
点は

理
解で
きないこ
と
は
ない
が、
北
朝
鮮問題の
た
めに
米
国が
中国

寄りに
な
るこ
と
は
間違っ
てい
る
と
私は
思
う。
北
朝
鮮につ
い
て

言え
ば、
中国は
米
朝
聞の
仲
介
役とい
う
姿
勢をとっ
て
はい
る
が、

結局は
北
朝
鮮側に
立つ
の
で
は
ない
だ
ろ
うか。
北
朝
鮮が
崩
壊し

て一
番
困るこ
とに
な
るの
は
北
京だ
か
らで
あ
る。
こ
の
点で
も、
究

日
本の
外務
省は
甘い
と
思
う。
プッ
シュ
政
権の
中で
も
陳
政
権に
川

住
民投票は
慎重にと
発言した
後で
は、
ネオコ
ン
と
称さ
れる
人々
、

醐

あるい
は
民主
党内か
ら
も
直ち
に
反
対の
声が
あ
がっ
て、
若
干の
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要するに、
この
よ
うな
中国に
何の
保
障もない
台
湾か
ら
投
資

を
行うリス
ク
は
大きい
もの
が
ある。
勿論ビ
ジ
ネス
関
係
者の
中

に
は
楽観論
もある
が、
台
湾
経
済の
空
洞
化が
進み、
中国リス
ク

を
抱えた
台
湾も
相当の
打
撃
を
蒙る
恐れが
あ
る、
とい
うこ
と
を

忘
れて
はい
けない
と
思う。
こ
れは
日
本にとっ
て
も
同様で
あ
る。

現
在で
も
対
中ビ
ジ
ネス
が
全て
成功し
てい
る
わ
けで
は
ない。
表

面的な
成功
例の
裏に
は、
失
敗も
数
多く
存
在するの
で
ある。
も

し
中
国の
発
展が
本
当
で
あ
る
な
ら、
日
本
に
多数の
不
法
留
学生

（その
実、
出
稼ぎ
者労
働
者）
が
なぜ
来るの
か
ーーー。
こ
の
こ
と

を
考慮する
必
要が
ある。

台湾総統選挙の結果と両岸関係の将来

い
ず
れに
して
も、
今回の
総
統選
挙の
結
果は
大変
好ま
しい
も

の
で
あっ
た
が、
こ
の
こ
との
意
味は
実に
重い
とい
うこ
と
を
台
湾

の
方々
に
も
十
分理
解し、
次の
ス
テッ
プ
を
考えてい
くべ
きで
は

ない
か
と
思
う。
次のス
テッ
プ
と
は、
言
うま
で
もな
く
憲
法
改正

で
あ
り、
名
を正
す
（正
名）
こ
と
である。
台
湾は
どの
点か
ら
見

て
も主
権独立
国
家で
あっ
て、
国名を
台
湾に
するとい
う
民意が

固ま
れば、
十
分に
世界を
説
得で
きる
筈だ
と
私は
考え
て
い
る。

（四
月
十三
日に
行わ
れた
「ア
ジ
ア
問題
懇
話
会
特別
例
会」
での

講
演要旨）
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